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日
本
は
人
口
減
少
、
高
齢
化
が
進
み
、

自
然
環
境
が
損
な
わ
れ
、
歴
史
や
伝
統

文
化
が
失
わ
れ
、
農
業
や
漁
業
が
衰
退

し
、
地
域
共
同
体
の
存
在
が
希
薄
に
な

っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
と
れ
に
歯
止

め
は
掛
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
書

で
は
全
国
津
々
浦
々
に
足
を
運
び
地
方

の
現
状
を
検
証
す
る
。
同
時
に
、
世
界

に
田
舎
が
産
業
を
興
し
て
い
る
国
が

あ
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。「
食
の
戦
略
」

が
地
域
を
興
し
、
社
会
を
育
み
、
さ
ら

に
国
を
富
ま
せ
て
い
る
事
例
だ
。
著
者

は
ま
ず
イ
タ
リ
ア
に
向
か
う
。
ピ
エ
モ

ン
ト
州
ブ
ラ
市
に
あ
る
ス
ロ
ー
プ
l
ド

協
会
を
訪
れ
る
。
協
会
は
農
産
品
の
生

産
・
販
売
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
参
加
型
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
運
営
し
、
食
文
化
を

後
世
に
伝
え
る
大
学
の
創
建
に
ま
で
関

与
す
る
。
同
州
に
は
、
外
国
人
の
た
め

の
イ
タ
リ
ア
料
理
研
修
機
関
、

I
C
I

里山産業論

F
が
あ
る
。
各
国
か
ら
研
修
生
を
募
り
、

母
国

κ戻
っ

て
学
ん
だ
料
理
を
作
る
、

イ
タ
リ
ア
の
食
材
、
ワ
イ
ン
、
加
工
品

を
購
入
す
る
、
料
理
を
食
べ
た
客
が
観

光
客
と
し
て
来
る
、
と
い
う
良
循
環
が

生
ま
れ
る
。
国
や
自
治
体
、
生
産
者
は

I
C
I
F
を
支
え
る
。
イ
タ
リ
ア
だ
け

で
は
な
い
。
著
者
は
フ
ラ
ン
ス
中
部
の

サ
ン
ト
モ

l
ル
で
実
施
さ
れ
た

「味
覚

の
講
座
」
に
参
加
す
る
。
こ
の
地
域
で

は
、
町
の
景
観
づ
く
り
、
歩
け
る
商
店

街
ゃ
つ
く
り
に
市
民
、
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

「食

の
戦
略
」
、
有
機
農
法
、
食
育
に
取
り

組
む
生
産
者
た
ち
、
市
民
た
ち
の
姿
も

リ
ポ
ー
ト
す
る
。

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

『
田
舎
力
』
を
送
り

出
し
た
著
者
は
日
本
全
国
に
も
足
を
延

ぼ
す
。「
活
力
あ
る
地
域
に
は
共
通
項
が

あ
る
」
と
著
者
は
言
う
。
町
全
体
の
デ
、
ザ

イ
ン
を
考
え
、
暮
ら
し
と
調
和
し
た
街

、、
つ
く
り
を
し
、
独
自
の
農
産
品
の
生
産
・

流
通
ラ
イ
ン
を
持
っ
て
い
る
、
地
域
の

特
性
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
、
な
ど
を

挙
げ
て
い
る
。
食
の
戦
略
で
人
も
地
域

も
社
会
も
豊
か
に
な
る
と
い
う
が
新
産

業
論
d

は
、
地
方
創
生
の
切
り
札
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

棚本の月4,. 

ー，

本
著
者
に
よ
れ
ば
、
世
界
の
モ
ノ
守つ

く
り
は
大
き
な
変
革
期
に
あ
る
。
米
国

で
は

「
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
と

い
わ
れ
る
I
o
T
を
活
用
し
た
製
造
業

の
変
革
が
ゼ
、
不
ラ
ル

・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
社
の
提
唱
す
る
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
に
進
め

ら
れ
て
い
る
し
、
、
ド
イ
ツ
で
は
政
府
主

導
で

「第
4
次
産
業
革
命
」
と
も
い
わ

れ
る

「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
1
4
・
0
」
が

推
進
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
で
は

「製
造
強
国
」
を
目
標
と
し
た
叩
カ
年

計
画
、
「
中
国
製
造
2
0
2
5
」
が
発

表
さ
れ
て
い
る
。

い
よ
い
よ
激
化
す
る
競
争
の
中
、
欧

米
や
ア
ジ
ア
の
ラ
イ
バ
ル
た
ち
に
伍
し

て
戦
う
た
め
に
日
本
の
製
造
業
は
何
を

し
な
け
れ
、
ば
な
ら
な
い
の
か
。
答
え
を

突
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
さ

ら
に
次
元
の
高
い
、
国
境
を
越
え
た
す

り
合
わ
せ
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。

3
D
と
い
う
と
、
と
か
く
映
画
や
ゲ

ー
ム
の
立
体
画
像
に
注
意
が
行
き
が
ち

だ
が
、
今
や
様
々
な
分
野
で
最
も
革
新

的
・
な
技
術
を
提
供
し
て
い
る
も
の
の
一

つ
で
あ
る
。
本
書
は
、

「
3
D
で
世
界

を
変
え
る
」
を
信
条
に
、
超
軽
量
化
多

次
元
技
術

「
X
V
L
」
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
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製
造
業
の

3
D
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

活
用
戦
略

の
3
D
活
用
基
盤
技
術
）

の
製
造
業
や

建
設
業
へ
の
新
た
な
用
途
開
拓
に
日
夜

東
奔
西
走
す
る
著
者
が
ま
と
め
た

「
3

D
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
戦
略
」
で
あ

る
。
と
ζ

で
は
、
ト
ヨ
タ
、
ブ
ラ
ザ
ー

工
業
、
目
立
建
機
、
カ
シ
オ
は
じ
め
、

先
駆
的
に
実
践
す
る
企
業
の
成
功
例
を

紹
介
し
て
い
る
。
ツ
バ
メ
ッ
ク
ス
と
い

う
企
業
で
は
、

X
V
L
を
大
型
プ
ラ
ン

ト
の
施
工
設
計
に
活
用
し
て
い
る
。
設

計
上
の
膨
大
な
3
Dデ
ー
タ
と
、
計
測

し
た
大
量
の
点
群
デ
ー
タ
を
合
体
さ
せ

て
検
証
す
る
道
具
が
欲
し
い
と
い
う
要

請
に
応
え
た
り
し
て
い
る
。
ま
さ
に
点

群
デ
ー
タ
と
X
V
L
を
統
合
し
た
ソ
リ

ュ
l
シ
ョ
ン
と
言
え
る
。
現
場
の
現
実

と
設
計
モ
デ
ル
を
突
き
合
わ
せ
て
い
る

の
だ
。
仮
想
と
現
実
が
融
合
す
る
時
代

は
意
外
に
近
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
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